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１ 現状変更行為の規制の概略

歴史的景観形成地区内で、建物の新築、増改築や外観の模様替え、木竹の伐採

等、景観の現状を変える行為を現状変更行為といいます。また歴史的景観形成地

区内に伝統的建造物群保存地区があります。

２ 方針の概略

●・○・□・★・☆・◇の記号は「図１：地区概要図」（３頁）参照

「伝統的建造物群保存地区」

伝統的建造物群保存地区には、保存物件として指定される「伝統的建造物」

と「環境物件」があります。

●伝統的建造物に指定されるものは「修理」を基本とします。

○環境物件に指定されるものは「復旧」を基本とします。

・修理、復旧に応じた助成制度があります（注１）。

＊修理とは、【「伝統的建造物」を履歴調査に基づいて然るべき時代 

（注２）の姿にもどす（注３）工事のこと】です。

＊復旧とは、【「環境物件」を修理・保全・手入れ等をしてもとの姿にすこ

と】（注３）です。

・注１）助成制度を受けず「許可基準」（８頁）に従い、現状を変更することもできます。

・注２）「然るべき時代」とは、その建築物が建築されてから、特定を受けるまでの間で、

本来的に建物が持つ個性が最も輝いていた時期を意味します。個別の判断になりますが、

基本的に建築当時から、現代的改変を受ける前の姿（概ね５０年以上前）のうち、最も

良好な建築物であったと考えられる状態を指します。その状態がいつの、どのような状

況だったかを判断するには、所有者の方がお持ちの昔の建物の写真や所有者の方の記憶、

さらには部材調査等による履歴調査等多くの情報の集積と総合的な調査の上に所有

「伝統的建造物群保存地区」
■現状変更行為を行う場合、市長及び教育委員会の「許可」が必要（条例第１７条）です。

＊保存地区の歴史的景観保存のために必要な限度において、条件が付されることがあります。

「歴史的景観形成地区」
■現状変更行為を行う場合、市長への「届出」が必要（条例第１１条）です。

＊景観形成基準に適合するよう努めなければなりません。（条例第１２条）

＊市長は、届出に係る行為が景観形成基準に適合しないと認めるときは、当該届出をし

た者に対して、必要な助言、指導又は勧告を行うことができます。このとき、市長は、

審議会の意見を聴くことができます。（条例第１３条）

■景観保存物件の現状を変更する場合は、市長及び教育委員会の「許可」が必要です。

（条例第２３条）

＊許可を与える場合は、景観保存物件の保存のために必要な限度において、条件を付す

ることがあります。（条例第２３条第３項）

1



者を含めた関係者で協議を重ねて判断していきます。この判断を進める上で、建物の本

来の姿についての記憶や記録をお持ちの所有者の役割はとても大きなものがあります。

・注３）「もとの姿」について、写真等の記録が乏しい場合、所有者や管理者の記憶

も定かではない場合等は、周囲の景観との調和を考慮しながら、より良い景観を目指

して修理・復原・復旧の方針を定めていくことになります。特に樹木等は生物であり、

生長により、厳格に「もとの姿」にすることは困難ですので、周囲との調和と、対象と

なる「環境物件」の個性が保全・復旧された状態を目指して、計画を進めることになり

ます。

□保存物件以外の物件も敷地が所在する場所により景観誘導帯の区分（図－４

１１頁）に応じて許可基準が異なります。「武家地景観誘導帯」「町地景

観誘導帯」別の「許可基準」（表２ ８頁）があります。また、この時に

は「修景（注１）」に対する助成制度があります。（この場合は「補助基準」

（歴史的風致（注２）を維持するための基準：表３・４ （９・１０頁）を使い

ます。）

＊注１）修景とは、【「伝統的建造物」以外のものを周囲の歴史的風致の維持と形成に配

慮（補助基準）、若しくは調和に配慮（許可基準）して、増築・改築・新築する行為

（工事）のこと】です。

＊注２）歴史的風致とは、「地域における固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とそ

の活動が行われる歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成

してきた良好な市街地の環境」（歴史まちづくり法第１条による定義）とされています。

これは、単に表面上の景観や、歴史上価値の高い建造物が存在するだけでは歴史的風

致と言えず、「地域におけるその固有な歴史及び伝統を反映した人々（つまりその地域

で生活をされる人々）の活動」と「そうした活動が行われる歴史上価値の高い建造物及

び周辺の市街地」が一体となって形成され、維持されていく環境を意味します。このこ

とから「歴史的風致」はその地区を支えてきた住民の皆さんが守ってこられた、そして

今後とも守っていく文化そのものと定義することができます。

「歴史的景観形成地区」

歴史的景観形成地区には景観保存物件として指定される「景観保存建造物」

と「景観保存環境物件」があります。

★景観保存建造物に指定されるものは「修理」を基本とします。

☆景観保存物件（景観保存環境物件）は「復旧」を基本とします。

・修理、復旧に応じた助成制度があります。

◇景観保存物件以外の物件は必要最小限のルールとして「景観形成基準」（表

６ ３０頁）があります。
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３「伝統的建造物群保存地区」の現状変更行為の規制の詳細

保存地区内において建物の新築、増改築や外観の模様替え、木竹の伐採等の景

観の現状を変える行為(これを、現状変更行為といいます)を行なう際には、あら

かじめ、市長及び教育委員会に申請をして許可を受ける必要があります。（条例

第１７条）許可申請に必要な必要な図書については、表ー８をご確認ください。

なお、保存地区の保存のために必要な限度において、条件が付されることがあ

ります。（条例第１７条第３項）

■ 許可申請の必要な行為（条例第１７条第１項）【様式第３号】

  (１) 建築物等の新築、増築、改築、移転又は除却

(２) 建築物等の修繕、模様替え又は色彩の変更で、その外観を変更することとなるもの

(３) 宅地の造成その他の土地の形質の変更

(４) 木竹の伐採

(５) 土石類の採取

(６) 水面の埋立て

■ 許可を必要としない行為（条例第１７条第２項、規則第９条）

次の行為については、許可を必要としませんが、念のため、事前に文化・生涯

学習課に確認をいただくとともに、行為を行なった際にはお知らせをいただけま

すと手違いが発生しないと思われます。

伝統的建造物（特定）
・・修理

環境物件（特定）
・・復旧

伝統的建造物以外の物件（非特定）
・・許可基準、補助基準

景観保存物件（景観保存
建造物）・・修理

★

☆

◇

景観保存物件（景観保存
環境物件）・・復旧

景観保存物件以外の物
件・・景観形成基準

図—1 地区概要図
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（１）非常災害のため必要な応急措置として行う行為

（２）通常の管理行為、軽易な行為

① 建築物以外の工作物で仮設のものの新築、増築、改築又は移転

② 宅地の造成その他の土地の形質の変更でその水平投影面積が１０平方メートル以下

のもの又は高さが０．３メートルを超えるのりを生ずる盛土を伴わないもの

③ 次に掲げる木竹の伐採

ア 間伐、枝打ち、整枝等木竹の保育のために通常行われる木竹の伐採

イ 枯損した木竹又は危険な木竹の伐採

ウ 森林病害虫等防除法（昭和２５年法律第５３号）第２条第１項に規定する森林病

害虫等を防除するために必要な木竹の伐採

エ 自家の生活の用に充てるために必要な木竹の伐採

オ 仮植した木竹の伐採

④ 条例第１６条第１項に規定する保存計画に定められた伝統的建造物群保存地区の保

存のため必要な管理施設及び設備並びに環境の整備に関して行う行為

⑤ 法令又は法令に基づく処分による義務の履行として行う行為

⑥ 前各号に掲げるもののほか、市長が特に認めるもの

■ 国の機関等に関する特例：協議（条例第１９条、規則第１０条）

国若しくは地方公共団体の機関又は法令の規定により国の行政機関若しくは地

方公共団体とみなされた法人（以下「国の機関等」という。）が行う行為につい

ては許可の申請を行なう必要はなく、その行為をしようとするときは、あらかじ

め、市長及び教育委員会と協議【様式第６号】が必要になります。

■ 許可及び国の機関等の協議に関する特例：通知（条例第２０条、規則第１２

条）

文化財保護法施行令第４条第６項各号に規定する行為のうち規則第１１条で定

めるものについては、許可（条例第１７条第１項）及び国の機関等に関する協議

（条例第１９条）の必要はなく、あらかじめ、市長及び教育委員会にその旨、通

知【様式第７号】をしなければなりません。この場合念のため、事前に文化・生

涯学習課で確認させていただくとともに、行為を行なった際にはお知らせをいた

だきますようお願いしています。

※規則第１１条で定めるもの（省略：「朝倉市歴史的景観条例施行規則」をご参照くださ

い）

４「伝統的建造物群保存地区」における保存の基本方針

朝倉市歴史的景観条例、同施行規則、及び伝統的建造物群保存地区内における

建築物等の保存整備計画に沿って、同地区内の保存を行います。

（１）伝統的建造物の修理

保存地区内において伝統的建造物群の特性を維持していると認められる屋敷建築、町家建
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築の主屋及び付属屋、寺社建築等の建築物、及び門、塀、石積等の工作物を「伝統的建造

物」としています。伝統的建造物は所有者等の同意を得て特定し、あらかじめ「保存計画」

に明示していますが、その後、景観審議会の意見を聴くとともに本人の同意を得てさらに追

加する場合があります。

伝統的建造物については、以下の方針の下に整備が進められることを予定しています。

ア）伝統的建造物の保存整備にあたっては、主としてその外観を維持するための修理を基

本とします。

イ）伝統的建造物群の特性にそぐわない外観の変更が加えられているものについては、履

歴を調査の上、然るべき旧状に復するための修理を基本とします。

ウ）伝統的建造物のうち、特に公開が必要なものについては、建物内部の保存修理も考慮

します。

エ）復原修理が困難な箇所には補助基準を準用します。

（２）伝統的建造物以外の建築物等の修景

ア）伝統的建造物以外の建築物等の修景は、修景基準すなわち補助基準（表３・４）及び

許可基準（表２）を適切に運用することで歴史的風致の維持と形成を図ります。

イ）伝統的建造物群の特性を維持、形成するため特に、伝統的建造物群の特性に配慮した

武家地景観誘導帯と町地景観誘導帯を設定しています。この２つの誘導帯に面さない

物件については、屋敷建築または町家建築のいずれかの補助基準を適切に運用します。

ウ）武家地景観誘導帯に面する伝統的建造物以外の建築物等については、屋敷建築につい

ての補助基準を適切に運用し、保存地区の歴史的風致を維持するとともに、許可基準

を併せて運用し、保存地区の歴史的風致との調和を図ります。

エ）町地景観誘導帯に面する伝統的建造物以外の建築物等についても、上記ウ）と同様と

します。

オ）寺社境内等における物件については、「伝統的建造物」の特性に合致していることを

もって、補助基準の適切な運用とみなすことができます。

カ）審議会で認めた場合はこの限りではありません。

（３）環境物件の復旧

保存地区内の歴史的風致の維持に大きく寄与している樹木、庭園、生垣、農地、

及び旧城下町の履歴を表す河川、水路、道路、枡形等を、環境物件として「保存

計画」（注１）に示されており、環境物件の保存整備にあたっては、主として現

状維持又は復旧を基本とします。

・注１）別に定められた「朝倉市秋月伝統的建造物群保存地区保存計画」のこと

です。条例第１６条の規定により、秋月地区の伝統的建造物群保存地区における

保存・整備の基本的な内容が定められています。

（４）環境物件以外の環境要素の修景

環境物件以外の環境要素の修景は、補助基準を適切に運用し、保存地区の歴史

的風致を維持するとともに、許可基準を併せて運用することにより、保存地区の

歴史的風致との調和を図ります。
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申

請

者

５ 「伝統的建造物群保存地区」内における現状変更手続きの詳細

伝統的建造物群保存地区における

現状変更等手続きの取り扱いについて

事 前 協 議

現状変更行為の許可申請

現状変更許可書発行

現状変更行為

行為の完了・中止
通知書提出

完了検査
（又は中止状況確認）

行為の完了又は中止

処理期間６０日
基準に合致していれ
ば、７日前後で許可
書の発行が行われま
す。

条例第１８条に
抵触する場合不
 許可となる可能
性があります。

※教育部 文化・生涯学習課（文化財係）
窓口にて必要な書類を用意しています。

※条例第１７条第１項、規則第６条第１項
「様式第３号」の提出

お問い合わせ
〒838-0068 福岡県朝倉市甘木198-1 朝倉市文化・生涯学習課文化財係
電話 0946-28-7341 FAX 0946-23-0697 E-Mail bunka-zai@city.asakura.lg.jp

※条例第１７条第１項、規則第７条第２項
「様式第４号」の発行

※許可を受けた
内容と異なる場
合は、現状回復
等の指示が行わ
れる場合があり
ます。

事前に現状変更内容について十
分な調整・協議を行うことをお
勧めします。
現状変更の内容により、景観審
議会による審議が必要となる場
合があり、現状変更の是非につ
いて協議に時間を要する場合も
あります。

市

図-２ 現状変更手続き（伝統的建造物群保存地区）

※条例第１７条第１項、規則第８条第１項
「様式第５」の提出
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図-３ 伝統的建造物群保存地区内の修理・修景の手順と誘導方針
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６ 「歴史的景観形成地区」の現状変更行為の規制の詳細

【行為の届出】

景観形成地区内において建物の新築、増改築や建築物等の大規模な修繕、模様

替え、木竹の伐採等の景観の現状を変える行為(これを、現状変更行為といいま

す)を行なう際には、あらかじめ、市長にその内容を届出なければなりません。

（条例第１１条）届出に伴う必要な図書については、表ー７をご確認ください。

また、景観の現状を変える行為を行おうとする者は、景観形成基準（表６ ３

０頁）に適合するよう努めなければなりません（条例第１２条）。この時、市長

は届出に係る行為が景観形成基準に適合しない場合は、当該届出をした者に対し

て、必要な助言、指導又は勧告を行います。また、このとき市長は、必要に応じ

て審議会の意見を聴くこととなります。（条例第１３条）

■ 届出の必要な行為（条例第１１条第１項、規則第３条）

(１) 建築物等の新築、増築、改築、移転又は除却

(２) 建築物等の大規模な修繕、大規模な模様替え又は外観の過半にわたる色彩の変更

(３) 宅地の造成その他の土地の形質の変更

※切土及び高さ１メートルを超えるのりを生ずる盛土を伴う土地の形質の変更

(４) 木竹の伐採

※樹木の集団でその存する土地の面積が５００平方メートル以上あるもの又は生垣をな

す樹木の集団でその生垣の長さが３メートル以上あるもので市長が別に指定するもの

の伐採

(５) 土石類の採取

(６) 水面の埋立て

(７) その他歴史的景観の形成に影響を及ぼすおそれのある行為

■ 届出を必要としない行為（条例第１１条第２項、規則第５条）

下記の行為については、届出を必要としませんが、念のため、事前に文化・生涯学習課

に確認をいただくとともに、行為を行なった際にはお知らせをいただきますようお願いいた

します。

（１）非常災害のため必要な応急措置として行う行為

（２）通常の管理行為、軽易な行為

（３）建築物（門、塀、屋外階段、高架水槽及び冷却塔を除く。）の新築、増築、改築、

大規模な修繕、大規模な模様替え又は外観の過半にわたる色彩の変更を行わない行

為（規則第5条第1号）

（４）門、塀、屋外階段及びその他の工作物の新築、増築、改築、大規模な修繕、大規模

な模様替え又は外観の過半にわたる色彩の変更を行わない行為（規則第５条第２

号）
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（５）建築物等で仮設のものの新築、増築、改築、大規模な修繕、大規模な模様替え又は

外観の過半にわたる色彩の変更（規則第５条第３号）

（６）次に掲げる木竹の伐採（規則第５条第４号）

ア 間伐、枝打、整枝等木竹の保育のために通常行われる木竹の伐採

イ 枯損した木竹又は危険な木竹の伐採

ウ 森林病害虫等防除法（昭和２５年法律第５３号）第２条第１項に規定する森林病害

虫等を防除するために必要な木竹の伐採

エ 自家の生活の用に充てるために必要な木竹の伐採

オ 仮植した木竹の伐採

（７）都市公園法（昭和３１年法律第７９号）による都市公園及び公園施設の設置及び管

理に係る行為（規則第５条第５号）

（８）都市計画法（昭和４３年法律第１００号）による都市計画事業の施行として行う行

為（規則第５条第６号）

（９）条例第１６条第１項に規定する保存計画に定められた伝統的建造物群保存地区の保

存のため必要な管理施設及び設備並びに環境の整備に関して行う行為（規則第５条

第７号）

（10）法令又は法令に基づく処分による義務の履行として行う行為（規則第５条第８号）

（11）前各号に掲げるもののほか、市長が特に認めるもの（規則第５条第９号）

【景観保存物件現状変更行為の許可】

景観形成地区内で、景観保存物件の増改築や外観の模様替え、木竹の伐採等の

現状変更行為をしようとする際には、あらかじめ、市長及び教育委員会に申請を

して許可を受ける必要があります。（条例第２３条）許可申請に必要な図書につ

いては、表ー７をご確認ください。

なお、市長及び教育委員会が許可を与える場合は、景観保存物件の保存のため

に必要な限度において、条件を付する場合があります。（条例第２３条第３項）

■ 許可の必要な行為（条例第２３条第１項）

（１） 景観保存建造物の増築、改築、移転又は除却

(２) 景観保存建造物の修繕、模様替え又は色彩の変更でその外観を変更することとなる

もの

(３) 宅地の造成その他の土地の形質の変更

(４) 木竹の伐採

(５) 土石類の採取

(６) 水面の埋立て
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■ 許可を必要としない行為（条例第２３条第２項、規則第２０条）

下記の行為については、許可を必要としませんが、念のため、事前に文化・

生涯学習課に確認をいただくとともに、行為を行なった際にはお知らせをいただ

きますようお願いいたします。

（１）非常災害のため必要な応急措置として行う行為(２３条第２項)

（２）通常の管理行為、軽易な行為(規則第２０条)

① 宅地の造成その他の土地の形質の変更でその水平投影面積が１０平方メートル以下

のもの又は高さが０．３メートルを超えるのりを生ずる盛土を伴わないもの

② 次に掲げる木竹の伐採（規則第５条第４号）

ア 間伐、枝打、整枝等木竹の保育のために通常行われる木竹の伐採

イ 枯損した木竹又は危険な木竹の伐採

ウ 森林病害虫等防除法（昭和２５年法律第５３号）第２条第１項に規定する森林病

害虫等を防除するために必要な木竹の伐採

エ 自家の生活の用に充てるために必要な木竹の伐採

オ 仮植した木竹の伐採

③ 条例第１６条第１項に規定する保存計画に定められた伝統的建造物群保存地区の保

存のため必要な管理施設及び設備並びに環境の整備に関して行う行為（規則第５条

第７号）

④ 法令又は法令に基づく処分による義務の履行として行う行為（規則第５条第８号）

⑤ 前各号に掲げるもののほか、市長が特に認めるもの（規則第５条第９号）

■ 国の機関等に関する特例：協議（条例第２５条、規則第２１条）

国の機関等が行う行為については許可の申請を行なう必要はありません。

ただし、その行為をしようとするときは、あらかじめ、市長及び教育委員会と協

議（様式第１４号）が必要です。

■ 許可及び国の機関等の協議に関する特例：通知

（条例第２６条、規則第１２条）

文化財保護法施行令第４条第６項各号に規定する行為で規則第２２条(規則第

１１条の規定を準用)で定めるものについては、許可（条例第２３条第１項）及び

国の機関等に関する協議（条例第２５条）の必要はありません。

ただし、これらの行為のうち、許可又は協議に係る行為をしようとするときは、

あらかじめ、市長及び教育委員会にその旨を通知（様式第１５号）してください。

なお、事前に文化・生涯学習課に確認をいただくと事務が順調に進むことになり

ます。また、行為を行なったのちの報告の義務は課されていませんが、文化・生

涯学習課までその旨お知らせをいただききますようご協力をお願いします。

26



申

請

者

７ 「歴史的景観形成地区」内における現状変更手続きの詳細

歴史的景観保存地区内における

現状変更等手続きの取り扱いについて

事 前 協 議

現状変更行為の届出

現状変更行為

行為の完了・中止
通知書提出

完了検査
（又は中止状況確認）

行為の完了又は中止

届出の内容が「景観形成基準」に
適合しない場合、当該届出を行った
ものに対して市長は、指導又は勧告
を行うことがあります。

※教育部 文化・生涯学習課（文化財係）
窓口にて必要な書類を用意しています。

お問い合わせ
〒838-0068 福岡県朝倉市甘木198-1 朝倉市文化・生涯学習課文化財係
電話 0946-28-7341 FAX 0946-23-0697 E-Mail bunka-zai@city.asakura.lg.jp

※届出内容と異
なる場合は、現
状回復等の指示
勧告が行われる
場合があります。

事前に現状変更内容について十
分な調整・協議を行うことをお
勧めします。
現状変更の内容により、景観審
議会による審議が必要となる場
合があり、現状変更の是非につ
いて協議に時間を要する場合も
あります。

図-１８ 現状変更手続き（歴史的景観形成地区）

※条例第１１条第１項、規則第４条第４項
「様式第２号」の提出

※条例第１１条第１項、規則第４条
第１項
「様式第１号」の提出

指導又は勧告
（条例第１３条第１項）
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景観保存物件に関する

現状変更等手続きの取り扱いについて

事 前 協 議

現状変更行為の届出

現状変更行為

行為の完了・中止
通知書提出

完了検査
（又は中止状況確認）

行為の完了又は中止

条例第２４条の内容に適合しない
場合許可とならない可能性もありま
す。

※教育部 文化・生涯学習課（文化財係）
窓口にて必要な書類を用意しています。

お問い合わせ
〒838-0068 福岡県朝倉市甘木198-1 朝倉市文化・生涯学習課文化財係
電話 0946-28-7341 FAX 0946-23-0697 E-Mail bunka-zai@city.asakura.lg.jp

事前に現状変更内容について十
分な調整・協議を行うことをお
勧めします。
現状変更の内容により、景観審
議会による審議が必要となる場
合があり、現状変更の是非につ
いて協議に時間を要する場合も
あります。

図-１９ 現状変更手続き（景観保存物件）

※条例第２３条、規則第１９条第１項
「様式第１３号」の提出

処理期間６０日
基準に合致していれば、
７日前後で許可書の発
行が行われます。

※条例第２３条、規則第１７条第１項
「様式第１１号」の提出

現状変更許可書発行

※条例第２３条、規則第１８条第２項
「様式第１２号」の提出

※許可を受けた
内容と異なる場
合は、現状回復
等の指示が行わ
れる場合があり
ます。
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図-２０ 「歴史的景観形成地区」内の修理・修景の手順と誘導方針

29



30



図
-
２
１

伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
及
び
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
範
囲
図

31



表ー７許可申請等に伴う必要な図書類について１

32

「景観形成地区」の現状変更の届出ならびに景観保存物件の現状変更許可申請にあたり必要
な図書を示しています。具体的な内容については、事務局（文化・生涯学習課）へお尋ねく
ださい。



表ー８許可申請等に伴う必要な図書類について２

33

「伝統的建造物群保存地区」の現状変更行為許可申請にあたり必要な図書を示しています。
具体的な内容については、事務局（文化・生涯学習課）へお尋ねください。



参考様式一覧

様式第１号（規則第４条関係） 歴史的景観形成地区における行為の届出書・・・・・・・・・・・・・①

様式第２号（規則第４条関係） 歴史的景観形成地区における行為の完了・中止通知書・・・・・・・・②

様式第３号（規則第６条関係） 伝統的建造物群保存地区内における行為の許可申請書・・・・・・・・③

様式第５号（規則第８条関係） 伝統的建造物群保存地区内における行為の完了・中止通知書・・・・・④

様式第６号（規則第１０条関係）伝統的建造物群保存地区内における行為協議申出書・・・・・・・・・⑤

様式第７号（規則第１２条関係）伝統的建造物群保存地区内における行為の通知書・・・・・・・・・・⑥

様式第11号（規則第１７条関係）景観保存物件に係る行為の許可申請書・・・・・・・・・・・・・・・⑦

様式第13号（規則第１９条関係）景観保存物件に係る行為の完了・中止通知書・・・・・・・・・・・・⑧

様式第14号（規則第２１条関係）景観保存物件に係る行為の行為協議申出書・・・・・・・・・・・・・⑨

様式第15号（規則第２３条関係）景観保存物件に係る行為の行為の通知書・・・・・・・・・・・・・・⑩

様式第16号（規則第２５条）保存補助金交付申請書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑪

様式第18号（規則第２７条・第３３条関係）実績報告書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑫

様式第20号（規則第３３条関係）景観保存物件補助金交付申請書・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑬

様式第22号（規則第３３条関係）実績報告書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・⑭
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